
令和８年（2026年）
水戸市教育委員会
水戸市立学校給食共同調理場

ご入学・ご進級おめでとうございます！

　水戸市の学校給食では、未来を担うこどもたちが、生涯にわたって健全な心と身体を培い、食に関する正しい理解と適切な判断
力を養うよう、おいしく、安全・安心で栄養バランスのとれた食事を通して、子どもたちを応援します！
　今年度の給食も楽しみにしていてください。

学校給食は学校教育活動の一環として、給食時間だけでなく、食に関する

授業などでも幅広く活用されています。

栄養バランスのとれた食事を一緒に食べるなかで、子どもたちの健康と心

身の成長を育んでいます。
  また、文部科学省が定める「学校給食摂取基準」をもとに、１日に必要な
栄養量の約1/3が摂れるように献立を作成し、不足しやすいカルシウムや
ビタミン類は、およそ1/2が摂れるように配慮しています。

明るい社交性
と協同の精神
を養う 【給食の内容】

　●主食
　ごはん…水戸市産「コシヒカリ」を100％使用しています。

　パン……学校給食用小麦粉70％と県内産小麦粉30％を

　　　　　ブレンドしたものを使用しています。

　　　　　水戸市産米粉を使用した「米パン」も提供します。

　麺類……スパゲッティ、焼きそば、ソフトメン等を提供し

　　　　　ます。

●副食
 　 煮物・汁物・焼物・揚げ物・蒸し物・和え物などを提供
します。
    旬の食材や地場産物を使い、手作りを心がけています。
  

●牛乳
  茨城県産生乳100%の牛乳を毎日提供しています。
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　水戸市は、地区ごとに異なる献立で学校給食を提供していますが、月に数回、市内全ての小学校・中
学校・義務教育学校で、「市内統一献立」実施しています。この献立は、水戸市学校栄養士会で作成し
ており、毎月の献立表でお知らせします。

【MITOごはん】 毎月２回以上実施　　
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　昨年度、保護者や児童生徒から応募があった「我が家のおすすめ
料理（うま味を生かした減塩料理レシピ）」を給食でアレンジして
提供します。
　また、５月以降の給食だよりでは、QRコードでレシピを公開し
ますので、ぜひ御活用ください。

【我が家のおすすめ料理】

【親善都市・姉妹都市交流献立】
　水戸市は、友好・親善のために様々な都市と交流を行っており、
学校給食では、その都市の郷土料理や食文化を知ってもらうため
に、毎年１回程度交流献立を実施しています。

　この他に、プロスポーツチーム応援献立や和食
の日献立など提供する予定です。
　給食を通して子どもたちに様々なことを伝えて
いきます。お楽しみに！　

 

【給食費について】
　水戸市立小・中学校の給食費は、完全無償としております。給食を作るための
食材料費は、毎月、小学校で一人当たり約6,400円、中学校で約6,600円かかり
ますが、これらを公費負担とし、保護者の皆様の経済的負担軽減を図っています。

＊共同調理場で使用する食材や給食一食分の放射性物質の測定を実施しております。

２月２０日（金）～３月２３日（月）までの９６件の放射性物質測定を実施しました。検査

結果は不検出でした。

　子どもたちの地場農産物への興味・関心や産業等への理解を深め、

生産者や食材への感謝の気持ちを育むことを目的とし、水戸市内で

生産された地場農産物や特産品、学校給食開発品を使用した献立です。

　毎月の献立表には、☆をつけて学校給食開発品等をお知らせします。


